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（
実
用
新
案
法
の
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
実
用
新
案
法

第
二
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
の
三
及
び
第
四

十
四
条
の
規
定
は
、
一
部
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に

つ
い
て
適
用
し
、
一
部
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
商
標
法
の
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
商
標
法
（
以

下
「
新
商
標
法
」と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
後
に
す
る
商
標
登
録
出
願
に
つ
い
て

適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
商
標
登
録
出
願

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
商
標
法
第
二
条
第
三
項
、
第
三
十
七
条
及
び
第
六

十
七
条
の
規
定
は
、
一
部
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に

つ
い
て
適
用
し
、
一
部
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
商
標
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
役
務
（
以
下

「
小
売
等
役
務
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
使
用
を
す
る
商

標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
商

標
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
出
展
の
日
が
こ

の
法
律
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
の
日
を
出
展
の
日
と
み
な
す
。

４

小
売
等
役
務
に
つ
い
て
使
用
を
す
る
商
標
に
つ
い
て

商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
商
標
法
第
九
条

の
二
、
第
九
条
の
三
又
は
第
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
特
許
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
優
先
権
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

最
初
の
出
願
若
し
く
は
千
九
百
年
十
二
月
十
四
日
に
ブ

ラ
ッ
セ
ル
で
、
千
九
百
十
一
年
六
月
二
日
に
ワ
シ
ン
ト

ン
で
、
千
九
百
二
十
五
年
十
一
月
六
日
に
ヘ
ー
グ
で
、

千
九
百
三
十
四
年
六
月
二
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
、
千
九
百

五
十
八
年
十
月
三
十
一
日
に
リ
ス
ボ
ン
で
及
び
千
九
百

六
十
七
年
七
月
十
四
日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
改
正
さ

れ
た
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関
す
る
千
八
百
八
十
三
年

三
月
二
十
日
の
パ
リ
条
約
第
四
条
Ｃ
_
の
規
定
に
よ
り

最
初
の
出
願
と
み
な
さ
れ
た
出
願
又
は
同
条
Ａ
]
の
規

定
に
よ
り
最
初
の
出
願
と
認
め
ら
れ
た
出
願
の
日
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
出
願
日
」
と
い
う
。）が
、
こ
の

法
律
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施

行
の
日
を
出
願
日
と
み
な
す
。

５

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
防
護
標
章
登
録
出
願

に
準
用
す
る
。

（
施
行
前
か
ら
の
使
用
に
基
づ
く
商
標
の
使
用
を
す
る

権
利
）

第
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
か
ら
日
本
国
内
に
お
い
て

不
正
競
争
の
目
的
で
な
く
他
人
の
商
標
登
録
に
係
る
指

定
役
務
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
役
務
（
小
売
等
役
務
に

限
る
。）に
つ
い
て
そ
の
登
録
商
標
又
は
こ
れ
に
類
似
す

る
商
標
の
使
用
を
し
て
い
た
者
は
、
継
続
し
て
そ
の
役

務
に
つ
い
て
そ
の
商
標
の
使
用
を
す
る
場
合
は
、
こ
の

法
律
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
商
標
の
使
用
を
し
て
そ
の

役
務
に
係
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
範
囲
内
に
お
い
て
、

そ
の
役
務
に
つ
い
て
そ
の
商
標
の
使
用
を
す
る
権
利
を

有
す
る
。
当
該
業
務
を
承
継
し
た
者
に
つ
い
て
も
、
同

様
と
す
る
。

２

前
項
の
登
録
商
標
に
係
る
商
標
権
者
又
は
専
用
使
用

権
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
商
標
の
使
用
を
す
る
権

利
を
有
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
者
の
業
務
に
係
る
役
務

と
自
己
の
業
務
に
係
る
役
務
と
の
混
同
を
防
ぐ
の
に
適

当
な
表
示
を
付
す
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
商
標
の
使
用
を
す
る
権
利
を

有
す
る
者
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
商
標

が
そ
の
者
の
業
務
に
係
る
役
務
を
表
示
す
る
も
の
と
し

て
需
要
者
の
間
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
同

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
役
務
に
つ
い
て
そ
の

商
標
の
使
用
を
す
る
権
利
を
有
す
る
。
当
該
業
務
を
承

継
し
た
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

５

前
各
項
の
規
定
は
、
防
護
標
章
登
録
に
基
づ
く
権
利

に
準
用
す
る
。

（
施
行
後
三
月
間
に
し
た
商
標
登
録
出
願
に
つ
い
て
の

特
例
）

第
七
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
し
た
商
標
登
録
出
願
で
あ
っ

て
、
小
売
等
役
務
に
つ
い
て
使
用
を
す
る
商
標
に
係
る

も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
小
売
商
標
登
録

出
願
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
の
商
標
法
第
四
条
第
一
項

（
第
十
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
号
中
「
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、「
す

る
も
の
（
そ
の
商
標
登
録
に
係
る
指
定
役
務
が
第
二
条

第
二
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に

係
る
役
務
に
つ
い
て
使
用
を
す
る
も
の
を
除
く
。）」
と

す
る
。

２

特
例
小
売
商
標
登
録
出
願
に
つ
い
て
の
商
標
法
第
四

条
第
一
項
（
第
十
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
す
る
も
の
」
と
あ
る

の
は
、「
す
る
も
の
（
そ
の
商
標
権
に
係
る
指
定
役
務
が

第
二
条
第
二
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

同
項
に
係
る
役
務
に
つ
い
て
使
用
を
す
る
も
の
を
除

く
。）」
と
す
る
。

３

特
例
小
売
商
標
登
録
出
願
に
つ
い
て
の
商
標
法
第
八

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
役

務
」
と
あ
る
の
は
、「
役
務
（
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
役
務
を
除
く
。）」
と
す
る
。

４

特
例
小
売
商
標
登
録
出
願
に
つ
い
て
の
商
標
法
第
八

条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
例
小

売
商
標
登
録
出
願
は
、
同
日
に
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
使
用
に
基
づ
く
特
例
の
適
用
）

第
八
条

前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
日
に
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
た
二
以
上
の
商
標
登
録
出
願
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
商
標
登
録
出
願
が
こ
の
法
律
の
施
行

前
か
ら
自
己
の
業
務
に
係
る
小
売
等
役
務
に
つ
い
て
日

本
国
内
に
お
い
て
不
正
競
争
の
目
的
で
な
く
使
用
を
し

て
い
る
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
商
標
登
録
出
願
人
は
、
使

用
に
基
づ
く
特
例
の
適
用
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

使
用
に
基
づ
く
特
例
の
適
用
を
主
張
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
商
標
法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
期
間
内
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
及
び
そ
の

商
標
登
録
出
願
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
を
特
許
庁
長
官

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

そ
の
商
標
登
録
出
願
に
係
る
商
標
が
こ
の
法
律
の

施
行
前
か
ら
日
本
国
内
に
お
い
て
自
己
の
業
務
に
係

る
小
売
等
役
務
に
つ
い
て
使
用
を
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

二

そ
の
商
標
登
録
出
願
に
係
る
指
定
役
務
が
前
号
の

小
売
等
役
務
で
あ
る
こ
と
。

３

使
用
に
基
づ
く
特
例
の
適
用
の
主
張
を
伴
う
商
標
登

録
出
願
で
あ
っ
て
、
前
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
使
用
特
例
商
標
登

録
出
願
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
の
商
標
法
第
四
条
第
一

項
（
第
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
第
十
号
中
「
使
用
を
す
る
も
の
」
と

あ
る
の
は
、「
使
用
を
す
る
も
の
（
自
己
の
業
務
に
係
る

役
務
（
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
役
務
に
限
る
。）を

表
示
す
る
も
の
と
し
て
需
要
者
の
間
に
広
く
認
識
さ
れ

て
い
る
商
標
で
あ
つ
て
そ
の
役
務
に
つ
い
て
使
用
を
す

る
も
の
を
除
く
。）」
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
犯
罪
の
国
際
化
及
び
組
織

化
並
び
に
情
報
処
理
の
高
度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
の
前
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
別
表
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
第
三
十
六
号
中
「
第
百
九
十

六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
六
条
又
は
第
百
九
十

六
条
の
二
」
と
、
同
表
第
三
十
七
号
中「
第
七
十
八
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
七
十
八
条
又
は
第
七
十
八
条
の
二
」

と
す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
犯
罪
の
国
際
化
及

び
組
織
化
並
び
に
情
報
処
理
の
高
度
化
に
対
処
す
る
た

め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
の

前
日
ま
で
の
間
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
五
号
）
附
則

第
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
二
以
上

の
商
標
登
録
出
願
の
い
ず
れ
か
が
使
用
特
例
商
標
登
録

出
願
で
あ
る
と
き
は
、
商
標
法
第
八
条
第
五
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
特
許
庁
長
官
が
行
う

公
正
な
方
法
に
よ
る
く
じ
に
よ
り
定
め
た
一
の
商
標
登

録
出
願
人
」
と
あ
る
の
は
、「
意
匠
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
五
号
）
附
則
第

八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
使
用
特
例
商
標
登
録
出
願
の

商
標
登
録
出
願
人
（
当
該
使
用
特
例
商
標
登
録
出
願
が

二
以
上
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
使
用
特
例
商
標
登

録
出
願
の
商
標
登
録
出
願
人
）」と
す
る
。

５

商
標
法
第
二
十
四
条
の
四
及
び
第
五
十
二
条
の
二
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法

第
八
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
、
同
一
又
は
類

似
の
小
売
等
役
務
に
つ
い
て
使
用
を
す
る
同
一
又
は
類

似
の
二
以
上
の
登
録
商
標
に
係
る
商
標
権
に
つ
い
て
異

な
っ
た
者
を
商
標
権
者
と
す
る
設
定
の
登
録
が
あ
っ
た

場
合
に
準
用
す
る
。

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に

関
す
る
法
律
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

犯
罪
の
国
際
化
及
び
組
織
化
並
び
に
情
報
処
理

の
高
度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
が
一
部
施
行
日
後
と
な
る
場
合

に
は
、
同
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以
下

「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
第

三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
第
十
一

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は「
第
十
八
条
第
一
項
」と
、「
第

十
四
条
第
一
項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条

第
二
項
第
六
号
」
と
す
る
。
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